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自己点検・評価 様式 

大学名  静岡県立大学 

研究科・専攻名 薬食生命科学総合学府・薬学専攻 

入学定員  ８名 

 

○ 理念とミッション 

理念：医療薬学・臨床薬学関連分野の第一線で活躍できる高い専門性を有する人材

の育成をめざす。 

ミッション：幅広く医療関連分野の発展および公衆衛生の向上に寄与できる人材お

よび優れた研究能力を有する薬剤師の養成を行う。具体的には医療薬学・臨床薬学

における課題を発見し解決できる研究者・教育者の養成、がん・感染症領域等の専

門薬剤師や治験コーディネータの資格取得の支援、治験・臨床開発従事者の養成な

どを行う。 

 

・ 理念とミッションが薬学系人材養成の在り方に関する検討会から提言されている

「医療の現場における臨床的な課題を対象とする研究領域を中心とした高度な専門

性や優れた研究能力を有する薬剤師などの養成に重点をおいた臨床薬学・医療薬

学に関する教育研究を行う」という４年制博士課程の主たる目的に照らし合わせ、

相応しいものとなっているか自己点検・評価すること 

・ 以下についてはこれらを留意して記載すること 

 

○ アドミッションポリシー 

薬学教育 6 年制は長期実務実習を軸とした高度専門職薬剤師の養成課程であるこ

とから、薬学専攻では、主に薬学科を卒業した学生が、臨床スキルを磨きつつ、高

い専門性と研究能力を身に着けることにより、医療薬学・臨床薬学関連分野の第一

線で活躍できる人材の育成を主目的とした教育課程を編成する。多様化する学生の

ニーズに柔軟な対応を可能とするため、具体的には、専攻内に臨床薬学・医療薬学

領域における研究者・教育者を養成する医療薬学コースと高い専門性を有する薬剤

師、治験や臨床開発従事者を養成する臨床薬学コースを設置する。受け入れ対象者

は以下のものとする 

・医療薬学・臨床薬学領域における研究者・教育者を目指す人 

・指導的薬剤師を目指す人 

・高い専門性を有する薬剤師を目指す人 

・治験や臨床開発担当者を目指す人 

・ 学部教育と大学院との連続性についても記載すること 

ホームページのリンク先 

http://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/images/stories/pdf/dr4mission.pdf 
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○ 受験資格 

 一般的な受験資格である6年制薬学部を卒業した者（卒業見込みを含む）及び旧薬学

教育課程の修士課程を修了した者で薬剤師免許を有している者を除き、貴学の受験資

格について該当するものに○を付すこと 

（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ４．の場合は、どのような人材を養成するのかについて下記に記載すること 

・ 薬剤師免許を有していない者について、どのような人材を養成するかについても同

様に下記に記載すること 

・ ５．６．について、学力認定を行う場合、その審査基準（具体的に求める研究歴や職

務経験年数等について）を下記に記載すること 

 

4.および薬剤師免許を有していない者について：医療薬学に精通し、医療・公衆

衛生の向上・発展に貢献できる研究者・教育者・行政官を養成する 

５および６の審査基準：研究歴は大学院在籍年数プラス１年とする。職務経験年

数については、その中で研究に携わった年数が大学院在籍年数プラス１年であ

ること。 

 

 

○ 入学者選抜の方法 

 

 

 

 

 

 

 

・ 試験内容を記載するとともに、受験資格に合わせた実効性のある入学者選抜の工

夫について自己点検・評価すること 

 

 

 

科学英語と面接により選抜している。 

科学英語については、生命科学領域からの出題とし、博士課程学生としてふさわし

い英語読解力を有していることを確認できる問題を作成している。 

面接では、現在の研究内容の説明、博士課程での研究内容、将来の進路の希望

などについて複数の面接官が口頭試問を行っている。 

１．６年制課程（医学部、歯学部、獣医学の学部）を卒業した者 

２．外国において学校教育における１８年の課程(最終の課程は、医学、歯学、薬

学または獣医学)を修了した者 

３．修士課程を修了した者（薬科学） 

４．薬学以外の修士課程を修了した者 

５．旧薬学教育課程の学部を卒業した者（学力認定※） 

６．その他（学力認定）※ 大学院において、個別の入学資格審査により、6 年制 

大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、24 歳に達したもの 
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○ 入学者数（平成24年度）            

    （内訳：6年制学部卒業生 ５名、社会人 ０名、薬学部以外の卒業生 ０名） 

○ カリキュラムポリシー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 薬学部出身者以外の卒業生についても記載すること 

ホームページのリンク先 

http://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/images/stories/pdf/dr4mission.pdf 

 

○ カリキュラムの内容 

医療薬学コースでは、独創性の醸成と高度な研究遂行能力の修得を目指した講義

（先端医療薬学特論、基礎薬学特論）、第一線で活躍する研究者を招いての月例薬

学セミナー、大学院特別講義、あるいは各種研究会への参加（薬学セミナー）、講座

でのセミナーや学会発表による演習（医療薬学演習、医療薬学特別演習）、および

医療薬学に求められている研究課題をテーマとした実験（医療薬学特別実験）から

構成される。 

臨床薬学コースは、薬剤師免許の所持を前提とした教育課程であり、医療薬学コー

スとほぼ同様な内容で構成されるが、それらに加えて特色のある講義および実習と

して、治験・臨床開発に関連した講義である先端医療薬学特論２、臨床スキルのア

ップを目指して実地研修による臨床薬学実習の履修を必須としている。これらの講

義および実習は、旧医療薬学専攻博士前期課程において開講していた治験・臨床

開発基礎特論および同応用特論（現、薬科学専攻では創薬育薬基礎・応用特論とし

て開講中）および旧医療薬学専攻博士前期課程の臨床コースにおける臨床薬学演

習を引き継いだものであり、修了した学生の多くは臨床に関わる高い専門性を有し

た薬剤師や治験・臨床開発担当者として社会で活躍している。 

 

・ カリキュラムの内容が設置の理念を達成するものとしてふさわしいかについて記載

すること 

・ 設置されている授業科目が博士課程で扱う内容としてふさわしいものであるかにつ

いて自己点検・評価すること 

・ 博士論文の研究テーマ（予定）についても明示すること 

・ 別途シラバス及び教育課程等の概要（別紙様式第2号）を添付すること 

・ 履修モデルを添付すること 

薬学教育 6 年制は長期実務実習を基盤とした高度専門職薬剤師の養成課程で

あることから、薬学専攻では、主に薬学科を卒業した学生が、臨床スキルを磨

きつつ、高い専門性と高度の研究能力を身に着けることにより、医療薬学・臨

床薬学関連分野の第一線で活躍できる人材の育成を主目的とした教育課程を

編成する。具体的には、専攻内に臨床薬学・医療薬学領域における研究者・教

育者を養成する医療薬学コースと高い専門性を有する薬剤師、治験や臨床開発

従事者を養成する臨床薬学コースを設置し、多様化する学生のニーズに対して

柔軟な対応を可能とする教育課程を提供する。 
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○ 博士論文の研究を推進するために医療提供施設との連携体制をどのようにとるか

（予定を含む）について以下に記載すること 

臨床薬学コースでは、臨床薬学実習（４単位）として、研究科の指定する医

療施設において、教員、指導薬剤師、医師、医療スタッフの協力のもとで薬

剤管理指導や臨床試験関連の研修を行うとともに、臨床症例を題材とした

SGD形式での症例検討を行う。これとともに博士論文研究を推進するために、

静岡県立総合病院および浜松医科大学医学部附属病院と研究および教育に

おける協定を締結し、学生の受け入れと教育および研究指導を委託する 

 

 

 

○ 学位審査体制・修了要件 

学位審査は主査１名、副査３ ４名の体制で行う。学位審査は予備審査（プレゼ

ンテーション）、本審査（博士論文内容）、および合否判定の手順で行う。予備審査

はオープン形式の審査であり、拡大研究院委員会メンバーとの質疑応答がある。

本審査は、学生および審査員の対面形式のクローズド審査であり、研究のより詳

細な内容について質疑応答が行われる。合否判定では主査が論文審査結果を報

告し、拡大研究院委員会メンバーの投票により学位授与の可否が決まる。 

修了要件は講義、セミナー、演習、実習、実験等の科目を合計３０単位以上習得

することが条件となる。医療および臨床薬学特別演習４単位のうち２単位が英文

学術論文発表に対して与えられるので、論文発表が学位審査の要件となってい

る。 

 

・ 英文学術雑誌（ピア・レビューあり）などに掲載（予定も含む）されていることを条件と

するなどの学位審査要件についても記載すること 

 

○ ディプロマポリシー 

学府の定める期間在学して、薬学専攻の教育と研究の理念や目的に沿

った研究指導を受け、かつ所定年限内に学府が行う博士論文の審査及

び試験に合格し、課程を修了することが学位授与の要件である。この

時、所定の授業科目を履修して、基準となる単位数以上を修得するこ

とを要件に含む。 

養成する人材像としては、医療薬学・臨床薬学の研究者・教育者、指導

的立場に立つ薬剤師、治験・臨床開発従事者が挙げられる。 

○  

・ 薬学部出身者以外の卒業生についても記載すること 

・ 養成する人材像を具体的に記載すること 

ホームページのリンク先 

http://w3pharm.u-shizuoka-ken.ac.jp/images/stories/pdf/dr4mission.pdf 



学年 教室名 論文題目

1 生化学 海馬依存性記憶形成におけるN-グリコリルノイラミン酸の影響

1 衛生分子毒性学  化学物質による肝毒性誘発におけるNMDA受容体発現の意義 に関する研究

1 創剤工学  アトピー性皮膚炎の治療を目的とした新規フラボンC配糖体封入脂質ナノ粒子経皮吸収製剤の調製と評価

1 分子病態学 心不全治療を目指した新規GATA4結合蛋白RACK1の肥大抑制メカニズムの解明

1 薬理学 神経因性疼痛に伴う局所血流減少反応の発生機構に関する研究

薬学専攻

































必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 3 2 ○ 3 3 2 4

1 4通 4 ○ 3 兼18

1 4通 6 ○ 3 3 2 4 兼28

1 4通 12 ○ 3 3 2 4 兼30

1 4通 4 ○ 3 3 兼30

－ 28 3 3 2 4 兼30 －

1 2 3 4前 1 ○ 兼4

1 2 3 4前 1 ○ 兼3

1 2 3 4前 1 ○ 兼4

1 2 3 4前 1 ○ 兼4

1 2 3 4前 1 ○ 兼4

1 2 3 4前 1 ○ 兼3

1 2 3 4前 1 ○ 兼3

1 2 3 4前 1 ○ 兼3

1 2 3 4前 1 ○ 兼4

1 2 3 4前 1 ○ 兼3

1 2 3 4前 1 ○ 兼4

－ 11 兼39 －

1 4 1 ○ 兼13 オムニバス

1 4 2 ○ 兼10 オムニバス

1 4 2 ○ 兼9 オムニバス

1 4 1 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼4

1 4 1 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼1

1 4 2 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼1

1 4 1 ○ 兼1

－ 16 兼32 －

－ 28 11 16 3 3 2 4 兼71 －

科学英語海外研修プログラム

科学英語：学生主導型ディスカッションII

科学英語：学生主導型ディスカッションI

学位又は称号 博士（薬学）

合計（29科目）

１学期の授業期間

－

15週

１時限の授業時間 90分

学位又は学科の分野 薬学関係

医療薬学特別演習

科学英語：オーラルコミュニケーションI

栄養科学特論II

人類遺伝学特論II

遺伝学特論II

創薬探索学特論

選
択
科
目

自
由
選
択
科
目

健康長寿科学特論

糖鎖生化学特論

科学英語：オーラルコミュニケーションII

科学英語：インデペンデント・リスニング

薬物放出制御学特論

小計（13科目）

科学英語：アカデミック・プレゼンテーション

科学英語：アカデミック・ライティング

－

単位数

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修科目28単位、選択科目2単位以上修得し、30単位以上修得する
こと。かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験
に合格すること。

１学年の学期区分 2期

薬物代謝・毒性学特論

分子薬理学特論

－

－

薬物送達学特論

病態分子分析学特論

食品科学特論II

生薬漢方薬学特論

小計（11科目）

免疫微生物学特論

神経内分泌機能解析学特論

薬物動態学特論

必
修
科
目

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

先端医療薬学特論

小計（　5科目）

薬学セミナー

医療薬学演習

医療薬学特別実験

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（薬食生命科学総合学府薬学専攻（博士課程）医療薬学コース）

授業形態 専任教員等の配置

備考



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1 2 3 2 ○ 2 1 3 1

1 2 3 2 ○ 1 1

1 4通 6 ○ 3 1 4 2 兼1

1 4通 4 ○ 3 1 4 2 兼1

1 4通 12 ○ 3 1 4 2 兼8

1 4通 4 ○ 3 1 1 兼3

－ 30 3 1 4 2 兼8 －

－ －

1・2・3・4後 1 ○ 兼13 オムニバス

1・2・3・4前 2 ○ 兼10 オムニバス

1・2・3・4前 2 ○ 兼9 オムニバス

1・2・3・4後 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 1 兼3

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 1 ○ 兼1

－ 16 1 兼30 －

－ 30 0 16 3 1 4 2 兼38 －

科学英語：学生主導型ディスカッションI

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

必修科目30単位を修得すること。かつ、必要な研究指導を受けた
上、博士論文の審査及び試験に合格すること。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 15週

１時限の授業時間 90分

－

合計（19科目） －

学位又は称号 博士（薬学） 学位又は学科の分野 薬学関係

自
由
選
択
科
目

科学英語：インデペンデント・リスニング

食品科学特論II

科学英語：アカデミック・プレゼンテーション

科学英語：アカデミック・ライティング

小計（13科目）

－

小計（ 科目） －

科学英語海外研修プログラム

科学英語：学生主導型ディスカッションII

科学英語：オーラルコミュニケーションI

科学英語：オーラルコミュニケーションII

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（薬食生命科学総合学府薬学専攻（博士課程）臨床薬学コース）

授業形態 専任教員等の配置

備考
科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数

先端臨床薬学特論２

臨床薬学演習

臨床薬学実習

臨床薬学特別実験

必
修
科
目

選
択
科
目

人類遺伝学特論II

遺伝学特論II

栄養科学特論II

先端臨床薬学特論１

臨床薬学特別演習

小計（　6科目）

健康長寿科学特論



履 修 案 内    
（平成２４年度入学者用） 

博士課程 薬学専攻 
 

医療薬学コース 臨床薬学コース 

科目

区分 
授業科目 

単位数 

授業科目 

単位数 

講

義 

演

習 

実験 

実習 

講

義 

演

習 

実験 

実習 

必修 

科目 

先端医療薬学特論 

薬学セミナー 

医療薬学演習 

医療薬学特別実験 

医療薬学特別演習 

2 

4 

 

 

6 

 

4 

 

 

 

12 

先端臨床薬学特論１ 

先端臨床薬学特論２ 

臨床薬学演習 

臨床薬学実習 

臨床薬学特別実験 

臨床薬学特別演習 

2 

2 

 

 

 

6 

 

 

4 

 

 

 

4 

12 

選択

科目 

糖鎖生化学特論 

薬物代謝・毒性学特論 

分子薬理学特論 

薬物送達学特論 

病態分子分析学特論 

薬物動態学特論 II 

薬物放出制御学特論 

神経内分泌機能解析学特論 

免疫微生物学特論 II 

創薬探索学特論 II 

生薬漢方薬学特論 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

      

自由

選択

科目 

健康長寿科学特論 I 

食品科学特論Ⅱ 

栄養科学特論Ⅱ 

人類遺伝学特論Ⅱ 

遺伝学特論Ⅱ 

科学英語:ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 

科学英語:ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 

科学英語:ｲﾝﾃﾞﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄ･ﾘｽﾆﾝｸﾞ 

科学英語:ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

科学英語:ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

科学英語:学生主導型ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ 

科学英語:学生主導型ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ 

科学英語海外研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

1 

2 

2 

1 

1 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

 健康長寿科学特論 I 

食品科学特論Ⅱ 

栄養科学特論Ⅱ 

人類遺伝学特論Ⅱ 

遺伝学特論Ⅱ 

科学英語:ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 

科学英語:ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 

科学英語:ｲﾝﾃﾞﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄ･ﾘｽﾆﾝｸﾞ 

科学英語:ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ 

科学英語:ｱｶﾃﾞﾐｯｸ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 

科学英語:学生主導型ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅠ 

科学英語:学生主導型ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝⅡ 

科学英語海外研修ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

1 

2 

2 

1 

1 

 

 

 

 

 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

 

修了

必要

単位

数 

 必修科目 28 単位 

 選択科目  2 単位 

  合計  30 単位 

 

 必修科目 30 単位 

なお、糖鎖生化学特論、薬物代謝・毒性学特論、分子薬理学特論、薬物送達学特論、病態分子分析学特論、薬物

動態学特論 II、薬物放出制御学特論、神経内分泌機能解析学特論、免疫微生物学特論 II、創薬探索学特論 II、生薬

漢方薬学特論の講義概要は担当教員に確認のこと 



コース 

１）医療薬学コース：医療薬学・臨床薬学領域における研究者・教育者を養成する 

２）臨床薬学コース：高い専門性を有する薬剤師、治験や臨床開発従事者を養成する 

＊臨床薬学コースを希望する者は薬剤師免許の取得が必要となる 

 

修了要件 

本課程を修了するためには、以下にあげた計３０単位以上を修得しなければならない 

 

医療薬学コース 

１）先端医療薬学特論（２単位） 

医療薬学分野における最新の知見とその基礎となる考え方、実験手技について講義する

先端医療薬学特論（１５回講義）の履修により２単位が与えられる 

 

２）基礎薬学特論（２単位） 

以下の１１科目より２科目を履修することにより２単位が与えられる 

糖鎖生物学特論、薬物代謝・毒性学特論、分子薬理学特論、薬物送達学特論、病態分子

分析学特論、薬物動態学特論 II、薬物放出制御学特論、神経内分泌機能解析学特論、免

疫微生物学特論 II、創薬探索学特論 II、生薬漢方薬学特論 

 

３）薬学セミナー（４単位） 

１〜４年次を通して月例セミナー、大学院特別講義、その他研究科委員会の認めたセミ

ナーや講演会などに少なくとも２０回出席する。出席の認定は、所定のセミナーあるい

は講義ごとに出席カードの提出および出席表への署名で行う。出席カードは各自が保管

し、所定の時期に学生室に提出ること 

 

４）医療薬学演習（６単位） 

以下の（１）〜（２）により６単位が与えられる 

（１）１〜４年次に開催される所属講座・研究室セミナーへの参加と発表（４単位） 

（２）学会発表（演者）（１回につき１単位）（２単位） 

 

５）医療薬学特別実験（１２単位） 

所属講座・研究室において実験・研究により１２単位が与えられる 

 

６）医療薬学特別演習（４単位） 

（１）学術論文発表（受理証明も含む）（１回につき２単位）（２単位） 

（２）博士論文の作成、論文の口述発表および質疑応答、審査員との討論（２単位） 



臨床薬学コース 

１）先端臨床薬学特論１（２単位） 

臨床薬学分野での最新の知見とその基礎となる考え方、実験手技について講義する先

端臨床薬学特論１の履修により２単位が与えられる 

 

２）先端臨床薬学特論２（２単位） 

薬の治験・臨床開発に関する基礎知識および実際の手順についての講義および実習を

行う先端臨床薬学特論２の履修により２単位が与えられる 

 

３）臨床薬学演習（６単位） 

以下の（１）〜（２）により６単位が与えられる 

（１）１〜４年次に開催される所属講座・研究室セミナーへの参加と発表（４単位） 

（２）学会発表（演者）（１回につき１単位）（２単位） 

 

４）臨床薬学実習（４単位） 

本学の指定する施設において教員、薬剤部薬剤師、医師、医療スタッフの協力のもと

での薬剤管理指導や臨床試験関連の研修を行う。あわせて、臨床症例を題材とした SGD

形式での症例検討を行う。これらの履修により４単位が与えられる 

 

５）臨床薬学特別実験（１２単位） 

所属講座・研究室において実験・研究により１２単位が与えられる 

 

６）臨床薬学特別演習（４単位） 

（１）学術論文発表（受理証明も含む）（１回につき２単位）（２単位） 

（２）博士論文の作成、口述発表および審査員との討論（２単位） 

 



薬学専攻の履修モデル（修了要件：３０単位以上） 

 

１）医療薬学コース 

医療薬学・臨床薬学領域における研究者・教育者を養成する。 

年次 
授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

１年 

先端医療 

薬学特論 
２ 

薬学セ

ミナー 
４ 

医療薬

学演習 
６ 

医療薬

学特別

実験 

１２ 

医療薬

学特別

演習 

４ 

基礎薬学 

特論 
２ 

２年   

３年   

４年   

 

２）臨床薬学コース 

高い専門性を有する薬剤師、治験や臨床開発従事者を養成する 

年次 
授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

授業 

科目名 

単位

数 

１年 

先端臨床 

薬学特論 1 
２ 

臨床薬

学演習 
６ 

臨床薬

学実習 
４ 

臨床薬

学特別

実験 

１２ 

臨床薬

学特別

演習 

４ 

先端臨床 

薬学特論 2 
２ 

２年   

３年   

４年   
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